
地

球

節
七
谷

解
式
班

歪

八

四
凹

明
治
竜
年
の
三
宅
島
火
山
活
動
の
様
式
に
就
き
て

秤門
…

普

-

倣

倉

三

大
森
博
士
著
日
本
噴
火
誌
を
見
る
に
､『
明
治
七
年
七
月
三
旦

二
宅
島
地
の
捧
ま
-
噴
火
す
､
三
H
暁
よ
-
地
震
頻

敬
し
た
る
が
'
正
午
頃
に
至
り
官
署
の
如
き
鳴
響
だ
共
に
帥
著
村
東
郷
の
山
中
洗
さ
三
十
飴
等
の
地
底
よ
-
噴
水
し

て
電
光

を
凝
射
し
大
石
を
抽
出
し
'
帰
岩
を
北
方
源
に
向
て
押
し
洗
し
､
四
十
五
軒
の
人
家
を
焼
失
せ
ゎ
'
破
裂
は

数
十
日
を
轟
で
漸
-
鎮
静
し
た
も
｡』
だ
託
せ
rcl｡

此
即
薪
よ
-
寛
す
る
に
p
此
活
動
は
此
校
的
突
教
的
の
も
の
な
ら
し
ビ
推
せ
ら
る
､
即
ち
地
震
を
特
に
感
じ
た
る

は
三
日
緋
暁
に
し
て
､
其
正
午
に
は
大
爆
輝
を
見
た
る
な
-
O
常
数
宝
岩
石
撃
々
生
の
同
島
を
観
察
せ
る
所
を
聞
-

に
､
初
期
爆
饗
に
よ
-
て
噴
出
せ
る
岩
石
は
ま
ビ
し
て
ラ
ビ
リ
(
L
ap
it1i)
に
し
て
.
熔
岩
は
後
れ
て
流
出
し
た
る
も

の
な
ら
.I-J
｡

此
ラ
ビ

リ
ビ
共
に
多
量
の
斜
長
石
､
結
晶
狸
(
C
r
ystal
b
om
b
s)
だ
し
て
抽
出
せ
ら
れ
た
る
こ
f̂J
は
､
故
菊
池
博

士
の
論
文
に
よ
-
内
外
に
普
-
知
ら
る
ゝ
に
至
れ
-
.

此
斜
長
石
の
諏
長
石
に
屠
す
る
こ
亡
は
､
北
村
氏
の
化
撃
分
析
及
菊
池
博
士
の
光
挙
上
の
概
測
に
て
決
定
せ
ら
れ

英
検
揮
衣
せ
る
光
壁
上
並
に
熱
挙

上
の
性
質
ハ
細
枠
､
坪
井
)
及
更
に
行
は
れ
た
る
化
学
分
析
(
ヮ
シ
ソ
ト
.ソ
)
にこ
よ

る



略
は

14
ぎ
A
,ど
,
な
る
成
分
の
裁
長
石
な
る
こ
ど
は
益
々
山雅
楽
A,J
な
れ
ゎ
J

此
次
長
石
に

就
き
て
先
づ
箪

…
に
華
人
の
注
意
を
引
-
こ
㌣
は
も
箕
結
晶
の
太
さ
普
通
の
火
山
岩
の
斑
晶
に
比
し

て
鼠
に
大
岸
る
こ
ど
な
ゎ
0

大
盤

石
中
に
布
す
る
或
種
類
の
礁
物
の
慈
晶
が
'
特
に
大
き
-
撒
達
す
る
櫨
件
は
次
の
二
様
に
考
ふ
る
を
稗

ペ
七

山
っ
は
基
椀
物
の
結
晶
速
度
を
特
に
大
窪
ら
し
お

る
状
態
払
下
に
置
き
た
る
場
合
､
登

一は
長
き
時
間
に
互
か
て
其

磯
物
が
結
晶
作
用
を
雷

得
る
状
態
の
下
に
置
か
れ
た
る
揚
合
議
詣

棚
獅
鴫
聖
な
-
O

三
宅
島
産
兼
長
石
の
塩
谷
に
､
上
顎

ぢ

何
れ
の
場
各
を
採
用
せ
ぼ
､
勉
の
陸
曹
す
る
諸
現
象
だ
基
に
此
斜
長
石

の
成
因
密
通
皆
に
説
明
し
得
る
か
を
考
察
せ
ん
芭
す
0

上
に
述

べ
た
る
第
二
の
惰
性
即
ち
次
長
石
が
養
き
時
間
完
納
蒜

驚

榔
竪

濁
-
結
晶
作
用
を
績
け
る
豊

富

場
倉

を
火
HII
岩
姪
の
結
晶
作
用
中
に
考
ふ
る
こ
ど
は
､
第

一
の
健
棒
の
絹
視
を
希
ふ
る
よ
ら
飴
登
園
難
な
む
O
三
宅
鳥
浜

長
石
を
晶
出
し
た
る
岩
壁
の
化
撃
成
分
を
粗
密
に
知
る
こ
芝
は
不
可
能
な
-
｡
熱
オ
rrt/J
も
基
鮭
の
安
山
岩
或
は
酸
性

の
玄
武
岩
の
岩
壁
に
近
き

も
の
な
る
こ
E
は
想
像
し
稗
ら
る
ゝ
期
な
h

O
此
種
の
岩
礁
餌
ち
据
敬
成
分
を
多
畳
に
有

す
る
藤
鞭
初
夢
成
分
薫
よ
ゎ
或
養
き
時
間
就
長
石
の
み
教
殆
晶
せ
し
む
る
笠
石
ふ
こ
ど
な
考
ふ
る
ほ
故
殺
困
難
に
し

て
が
-
諾
ン
(B
aw
en
)
の
研
究
せ
る
三
成
分
系

D
isp
sid
e､邑
bite･A
n
orthite
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

(Andersen)
の
桝

究
せ
る
三
成
分
素

S
iO
N･

F
oTSterite
J
h
orth
ite等
の
場
各
を
､
直
ち
に
此
場
合
に
引
用
す
る
に
蒔
撲
せ
ざ
る
を
稗

や
潜
心
次
長
石
が
長
き
時

間
警

笛

頂
け
縛
る
t/J
せ
ば
､
Ab
分
子
を
将
し
､
輝
石
も
亦
晶
出
し
て
斑
晶
を
暑
す
る
を

骨
油
.TJ
す
J

桝
fm
七
%

Sll
:
.

鴨

島
火
-;
満
灘
の
棟
式
に
就
き
て

竜
山

1

.･=.



地

紋

節
七
巷

第

五

批

宍

C
F

E
六

然
ら
ば
第

一
の
様
件
を
採
用
し
て
､
三
宅
島
衣
長
石
の
成
因
を
考
察
せ
ば
如
何
､
以
下
こ
れ
に
就
き
て
考
究
せ
ん

.,uJ
す
O
先
づ
三
宅
島
衣
長
石
及
び
之
だ
同
時
に
噴
出
せ
る
ラ
ピ
タ
の
特
寓
を
褒
ぐ
れ
ば
次
の
如
し
｡

i
二

二
宅
島
産
衣
長
石
は
普
通
の
火
山
岩
中
に
見
る
斑
晶
に
比
し
て
其
結
晶
著
し
-
太
な
る
こ
}J
.

ニ
p
該
灰
長
石
は
結
晶
大
な
る
も
砕
状
構
造
を
最
せ
ず

三
､
枚
璃
貿
包
姦
物
を
含
有
せ
ず

控
.
包
宴
嘩
物

ビして
は
轍
砥
石
を
比
る
の
二
小

五
'
近
似
岩
粗
の
基
性
安
山
岩
又
は
酸
性
玄
武
岩
の
斜
長
石
響

川
は
二

股
に
三
宅
島
友
長
石
よ
り
も
Ab
分
子
哲

多
-
含
む

六
､
三
宅
島
衣
長
石
ビ
同
時
に
摘
出
せ
ら
れ
た
る
多
畳
の
岩
石
は
ラ
ビ

リ
な
-

七
'
此
ラ
ピ

タ
は
主
で
し
て
牧
蛸
よ
り
な
b
P
其
中
に
は
多
数
の
斜
長
石
だ
輝
石
だ
の
徴
晶
を
含
む

も
､
結
晶
の

太
さ
略
同

一
に
し
て
､
披
璃
金
鰹
に
亙
っ
て
均

1
的
に
分
布
し
､

1
時
的
に
晶
出
を
始
め
た
る
竪
不
し
'
其

作
用
は
脱
皮
の
急
下
の
秀
め
に
急
に
停
止
し
た
る
も
の
ど
容
易
に
想
像
せ
し
む
.
勿
論
こ
れ
ら
の
結
晶
は
其

.
銀
長
時
間
を
斑
晶
の
そ
れ
ビ
英
に
せ
る
も
の
に
し
て
､
徴
晶
は
噴
出
に
折
田
す
る
冷
却
に
よ
り
て
結
晶
L
I

大
晶
は
噴
出
以
前
席
品
せ
る
も
の
な

-

珪
酸
塩
頬
の
多
成
分
系
に
就

い
て
､
其
結
晶
順
序

を
平
衡
状
態
図
を
夢
げ
で
適
確
に
説
明
す
る
は
､
今
日
に
於
て

は
未
だ
不
可
樺
に
威
す
ー
殊
に
山岩
礁

の
か
-
基
成
分h
小
に
揮
聴
成
分
を
含
む
場
合
に
は
其
踊
係
は
益
々
複
雑
す
O
故



に
明
和
に
放
て
は
簡
堆
な
る
既
に
滞
机
さ
れ
た
る
例
に
糠
も
て
複
雑
な
る
多
成
分
系
を
推
考
L
t
敢
-
<1
理
的
',J
思

考
す
る
桝
を
以
て
満
足
す
る
外
に
遣
あ
る
LIBL
｡

今
易
揮
発
成
分
(E
asiiy
v
ollatite
c

om
p
on
en
t)
だ
難
揮
教
成
分
(
D
ifficaltiy

v
olatile
co
h
p
on
en
t)
ビ
ム
か
な

る
二
成
分
系
の
澱
も
簡
異
な
る
例
を
嚢
げ
で
'
以
下
述

べ
ん
ビ
す
る
論
者
の
簡
明
に
資
せ
ん
,̂J
す
｡

左
に

ニ
グ
リ
ー
(
N
iggli
)の
塞
け
る
系

H
20
･A
g

N
O
B
に
療
似
せ
る
も
の
J
作
間
に
法
り
'
モ
ー
レ

-
(M
orey)

の
研
究
せ
る
U
BO
･K
2S
iO
た

似
せ
て
､
P
･T
･X
塞
開
聞
を
P
･

T
面
､
?
X

両
及

T
IX
面
に
投
影
せ
か
も
の
聖
不
せ

ば
第

一
同
の
如
し
｡
A
は
易
揮
発
成
分
空
不
し
､
火
山
岩
某
の
場
合
に
於
で
は
其
大
部
分
は

H
NO
だ
な
す
を
碍
ペ
し
｡

B
は
難
揮
磯
成
分
に
し
て
.
衣
長
石
の
如
き
も
の
な
ら
｡
P
は
魔
力
T
は
脱
皮
､
x
は
成
分
の
畳
を

不
す
｡

三
宅
島
に
於
て
明
治
七
年
七
月
噴
火
せ
る
地
鮎
は
､
以
前
地
底
な
,D
L
.FJ
言

へ
ば
､
嘗
噴
火
口
掌

り
し
な
想
像
す

る
哲
程

ペ
L
へ
此
薦
噴
火
口
の
精
勤

の時
代
は
､
歴
史
の
操
る
べ
き
も
の
L4
き
を
以
て
p
今
こ
れ
を
知
る
に
由
L･B
L

ビ
錐
も
'
明
治
七
年
の
清
鋤
迄
利
常
長
き
閏
､
地
表
に
尤
ら
る
～
捕
動
は
休
止
の
状
態
に
あ
り
た
る
も
の
な
-
｡
換

言
す
れ
ば
火
山
岩
浪
中
に
常
に
存
在
せ
る
内
厘

(Innenspan
n
u
n
g
)
は
外
魔
に
比
し
て
小
な
り
し
な

り
Q
故
に
第

一

閲
の
Ⅰ
に
於
け
る
L
B
〕
+
i
+
G
他
線
の
最
大
値
に
此
し
外
塵
は
大
な
ら
し
亡
者
ふ
る
を
程
べ
し
｡
妖
言

に
明
治
七
年

に
至
に
内
塵
は
増
大
し
て
終
に
外
燃
に
打
勝
ち
噴
火
を
蕉
せ
し
め
た
る
を
以
て
姉

一
間
Ⅰ
の
上
記
曲
腺
の
最
大
椎
は

外
陛
よ
-
大
AIJ
な
れ
る
場
倉
に
し
て
､
其
外
魔
を
P
を
以
て
示
さ
ん
､
此
場
合
に
iL'け
る
T
･X
田
上
の
投
影
閲
は
第

二
閲
に
示
す
が
如
し
｡

肌
蹄
七
畔
の
三
宅
島
火
山
前
期
似
株
式
に
就
1YJて

;.:八一

m

ヒ
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脚二 節
第
二
閲
に
示
せ
る
二
成
分
系
に
就
き
て
見
る
に
'
Ⅲ

の
熔
鰹

(Schm
elz)
よ
-
漉
度
の
降
下
に
ま
わ
生
す
る

種
々
の
相
は
'
閏
よ

-制に
至
る
障
肝
に
放
て
異
な
れ

I
｡
即
ち
物
よ
り
制
に
至
る
泥
pj
結
晶
は
常
に
存
在
す

る
も
こ
れ
ビ
北
ハ春
す
る
鼎
は
同
じ
か
ら
す
｡

潮
の
固
間
は
'
此

系

の
竺
r

沸

騰

照

(SecPnd

b
oil･ing
p
oint)よ
-
第

一
沸
騰
鮎
(F
irstb
oilng
F
Oin
t)

に
至

る
間
､即
ち
B
結
晶
ビ
洗
股
(F
lu
id
)
と
の
共
存
す

る
問
を
トロ
む
る
も
の
に
し
て
ー
此
‥溌
膿
の
粘
性
は
他
の

妨
七

丁 怨

節
=hl.

gl,i.



陀
糊
の
Fq
結

-=
ビ
典
春
す
る
相
の
粘
性
に
此
し
て
薫
も
小
な
る
朗
な
-
｡
従
っ
て
Fq
結
晶
の
結
晶
作
用
の
速
度
最
-

大
な
る
期
な
ら
｡
叉
此
間
閏
に
於
て
脱
皮
iI
附
近
に
て
難
揮
散
成
分
の
結
晶
を
薫
ず
る
時
は
､
こ
れ
･,晶

春
す
る
洗

機
中
に
は
急
激
に
内
魔
を
増
大
す
｡

屯
-

レ
I
の
欝
S
iO
に

就
き
て
安
威
せ
る
耗
基
を
見
る
に
,
温
度
五
官
皮
よ
･･C,

急
に
四
百
二
十
度
に
降
下
す
る
時
は
内
魔
は
急
に
五
十
嵐
魔
よ
皇

百

四
十
朱
魔
に
増
大
す
ビ
云
ふ
,3
灰
長
石
の
如

き
熔
解
弧
庇
の
高
き
も
の
に
あ

-
で
は
､
此
種
の
魔
力
の
急
噂
の
皮
は

l
野
太
な
る
も
の
に
,J
て
､
其
カ
の
火
山
爆

敬
に
大
な
る
関
係
を
有
す

べ
き
は
容
易
に
想
像
す
る
を
得
る
な

り
｡

価
は
制
の
流
鰭
が
全
部
液
性

(L
6Sun
g
)
ど
な
れ
る
置
間
に
し
て
､
此
間
に
起
る
晶
出
現
象
の
簡
畢
な
る
場
各
は

賓
瀞
室
に
て
普
通
の
水
溶
液
に
就
い
て
容
易
に
見
る
こ
･IJを

碍
p
喜
入
が
地
球
東
商
に
見
る
火
成
岩
の
大
部
分
(『
ペ

グ

ヤ
ク
-イ
止

等
を
除
き
)
は
p
此
憧
聞
及
次
の
朝
に
相
皆
す
る
所
に
て
結
晶
し
た
も
の
ド
二

枚
に
倍
せ
ら
る
0

以
上
大
略
遇

ペ
た
る
高
温
よ
り
低
温
に
至
る
閏
に
通
る
結
晶
作
用
は
'
平
衡
閥
係
が
充
分
に
保
た
れ
た
る
場
令
だ

し
て
考

へ
た
る
･JD
の
な
る
が
､
火
出

石
麓
に
於
で
は
冷
却
早
き
為
め
に
此
閥
係
不
充
分
な
-
O
故
に
斜
次
長
石
等
に

は
顎
状
構
造
良
-
教
連
す

火
山
岩
の
組
織
の
完
晶
質
を
鼻
せ
す
し
て
石
基
に
班
蛸
を
春
す
る
も
こ
れ
が
渇
め
な

り

こ
れ
等
の
事
境
に
関
し
て
記
述
す
る
は
本
論
の
目

的
に
あ
ら
ざ
る
を
以
て
露
に
は
之
を
省
略
す
り
飴
れ
ど
も
只
任
意

を
曳
か
ん
ĴJ
欲
す
る
鮎
は
､
基
性
火
山
岩
に
於
て
普
通
の
鮎
晶
作
用
の
下
に
生
じ
た
る
斜
長
石
斑
晶
は
帯
状
構
造
を

皐
す
る
を
普
通
だ
し
､
全
然
こ
れ
を
量
せ
..rJる
は
寧
ろ
異
例
な

-
｡
叉

一
般
に
走
性
火
山
岩
衆
に
於
で
'
其
輝
晶
作

用
が
比
較
的
低
温
鹿
追
進
む
場
合
に
､
其
石
基
を
作
る
斜
長
石
は
勿
論
'
其
斑
晶
だ
錐
も
純

友

長

石
に
近
き
成

分

(A
b
oA
n,00-A
b.,A
n
甥
)
を
豊
す
る
こ
と
は
典
例
だ
な
さ
ゞ

る
べ
か
ら
す
｡

齢

明
治
七
坤
の
三
宅
払
火
山
佑
助
の
株
式
に
就
さ
て

T.六
三

凹
九



地

球

第

七
怨

第
五
雛

三
八
脚

立
0

以
上
記
成
せ
る
朋
に
よ
り
讃
者
は
既
に
本
論
首
の
あ
る
桝
を
想
像
せ
ら
れ
た
る
な
ら
ん
p
即
ち
三
宅
島
次
長
石
の

如
き
純
衣
長
石
に
近
き
成
分
を
有
す
る
も
の
が
ー
大
晶
を
形
成
L
p
耐
か
も
帯
状
構
造
を
豊
せ
ざ
る
は
'
普
浦
の
韮

性
火
山
岩
の
斜
長
石
斑
晶
に
比
し
､
其
結
晶
速
度
迄
に
大
L･i
-
L
に
因
る
も
の
な
ら
ビ
説
明
せ
ざ
る
を
得
や
D
こ
れ

に
伽
ふ
る
に
'
彼
の
大
晶
中
に
賂
職
質
の
色
素
物
を
有
せ

ざ
る
は
結
晶
作
用
の
行
は
る
ゝ
時
に
商
機
の
粘
性
の
小
な

る
を
静
す
る
他
の

一
っ
の
例
ビ
な
す
を
程

ペ
し
｡
叉
包
棄
噸
物
は
桝
標
石
の
み
t･.
る
を
以
て
.
粧
石
の
如
き
普
通
多

量
に
存
す
る
椀
物
の
晶
出
を
飴
む
る
前
の
時
期
に
於
で
衣
長
石
は
既
に
大
晶
に
凝
逢
せ
る
は
明
か
な

丸
｡

･
獅
附
加
す

べ
き
大
切
の
革
質
は
､
次
長
看
官
頭
に
多
盤
の
ラ
ビ
リ

の
抽
出
せ
ら
れ
し
こ
だ
に
し
て
､
普
通
の
溶
岩

ち

は
後
よ
-
振
出
せ
ら
0
ラ
ビ
リ

は
多
孔
牧
璃
質
の
小
片
に

捌
ざ
ら
れ
た
る

1
種
の
火
山
岩
に
し
て
､
期
か
状
態
を
毒

せ
る
は
.
岩
礁
中
に
含
ま
れ
た
る
多
敦
の
瓦
斯
ビ
衷

弧
大
な
る
蒸
気
魔
ビ
に
よ
る
も
の
な
る
こ
E
は
雅
人
だ
錐
も
疑

ふ
朗
な
し
.
此
突
発
的
蒸
気
魔
の
蕉
や
る
生
国
は
必
ず
し
も
外
魔
の
突
発
的
浄
化
或
は
脱
皮
の
恵
昇
野
の
暇
定
を
婁

せ
ず
｡
.
強
大
L･i
る
内
原
は
罫
L･4
る
結
晶
作
用
の
遮
蔽
に
於
で
起

句
得
る
は
前
に
述

べ
た
る
が
如
し
.
帥
ち
前
紀
状
態

図
第
二
間
の
置
間
期
に
相
常
す
る
朗
に
於
で
､
灰
長
石
の
如
き
難
揮
散
成
分
を
結
晶
す
る
時
は
こ
れ
.i義

春
す
る
洗

腔
相
中
に
弧
大
な
る
所
謂
内
鷹

(ln
n
ens
p
a
n
n
u
n
o
)
を
生
じ
､
著
し
外
魔
が
此
内
魔
よ
り
小
な
る
時
は
爆
撃

ぞ
生
す

る
な
り
｡

要
す
る
に
三
宅
島
友
長
石
の
結
晶
せ
る
時
は
'
結
晶
蓮
政
審
L
-
大
に
し
て
p
織
機
石
を
除
き
て
は
他
の
槻
物
は
未

だ結
晶
を
始
め
ざ
.わ
時
代
L･4
-
.｡
加
ふ
る
に
熔
膿
は
揮
磯
成
分
に
宙
み
従
っ
て
粘
性
の
小
Li
る
場
合
な
･C
,｡
以
上
の

傭件
を
娘
婿
的
･i
溝
足
せ
L
む
る
横
網
は
f別
記
状
他
仰山州
に
於
て
は
例
に
刑
粋
印
す
.､
故
に
三
宅
h
揃
灰
長
石
は
普
通

一
般



の
火
:
E石
の
桝
殆
す
る
時
代
巨-1
も
価
よ
-
高
温
に
位

す
.る
低
.に
相
*
‖す
る
時
1日t
川に
鮎
日

脚L
t
且
舶
用
さ
れ
た
る
も
の

k
J考
ふ
る
を
縛
ペ
L
b

以
上
述

べ
た
る
桝
よ
り
明
治
七
年
に
於
け
る
三
宅
島
の
火
山
爆
聴
力
は
､
岩
碇
冷
却
の
乾
轟
に
於
て
t
,㈲
i+
網
漁

す
る
置
間
に
て
生
じ
た
る
内
鷹
に
踊
因
し
7

岩
壁
は
先
づ
ラ
ビ
リ
の
形
を
以
て
抽
出
せ
ら
れ
'
然
る
徽
熔
岩
を
流
出

を

る
も
Jの
ビ
精
諭
せ

ざ
る
を
得
ず
｡

･L

融

上
越

ペ
た
る
所
は
第

.1
間
に
見
る
が
如
く
p
岩
壁
冷
却
砂
粒
輝
に
於
て
臨
界
現
象

(C
宜
｡aT
phenoq
l
ena,)::切

l
l

J

･

朝
現
を
恨
定
せ
ぎ
り
き
｡
其
主
L･B
る
班
由
は
モ
ー
レ
-
の
運

べ
だ
る
如
く

叔
混
石
の
如
き
高
弧
の
熔
融
鮎
を
有
す

る
系
に
於
て
､
臨
界
現
象
警

寄

る
に
は
極
め
て
多
濃
の
易
聴
撒
成
分
の
春
在

せ
必
要

ĵj
L
p
岩
麓
中
に
斯
Y
感
覚

切
虜
揮
磯
成
分
の
含
有
を
暇
産
す
る
は
'
現
在
の
岩
石
尊
上
の
智
諭
を
以
て
蹄
捜
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る

孝

以

互

璃

り
｡
暇
わ
に
三
宅
島
岩
雄
に
此
現
象
の
出
現
を
雅
兄
す
る
も
.･
衣
長
石
の
如
き
大
晶
の
晶
出
は
臨
界
現
象
値
魔
に
容

易
に
脊
は
る
～
ど
の

ニ
グ
リ
ー
の
賓
脇
に
徴
す
る
も
別
か
な

-
0

車

硫
黄
島
オ

リ
.ゴ
ク

レ
ー
ス
･
ア
ン
ヂ
ジ
ン
の
結
晶
火
山
弾
の
抽
出
も
､｣其
様
式
は
略
覇
者
}J
同
じ
も
の
に
し
て
'

暁
出
皆
時
に
於
け
～?
結
晶
作
用
は
前
者
よ
-
梢
進
捗
せ
満
も
の
1J
考

へ
ら
る
｡
勿
論
此
場
合
に
は
岩
碇
の
性
質
も
前

者
ビ
異
な
る
を
以
て
､
諸
現
象
も
前
者
だ
多
少
別
に
考
べ
ざ
る
べ
か
ら

ざ
る
こ
掌

め
-
｡
こ
れ
等
に
刷
上
て
ほ
乾
に

諭
逃
げ
る
械
あ
る
べ
し
｡

鹿

前
火
山
噴
出
の
衣
長
石
も
亦
其
結
晶
作
用
は
三
宅
島
の
場
合
ビ
此
摸
さ
れ
得
る
も
の
な
ら
ん
も
'
火
山
活
動
の

主

因
た
る
嘉

粟
の
内
燃
は
外
魔
に
封
し
て
小
に
し
て
'
多
魔
の
ラ
ビ

リ
或
は
凝
灰
岩
を
生
せ
し
む
る
者
弧
大
Ll
ら
ざ

明
治
七
印
の
三
･lH
托
火
山
-i=
別
の一株
式
に
耽
+
,て

天

気

光
一



地

域

第
七
塔

第

五

鵬

童

ハ

竺

!

-
.し
腐
め
に
､
岩
濃
を
ド
ー
ム
形
に
押
し
上
げ
た
る
に
止
め
た
ーり
O

以
上
の
火
川
活
動
の
様
式
を
明
治
二
十

一
年
の
磐
梯
山
の
火
山
活
動
､
大
正
二
年
の
橡
島
の
活
動
又
は
大
正
十
五

年
の
十
勝
舟
活
動
の
藻
式
だ
比
較
す
る
亡
き
は
其
間
に
興
味
あ
る
罷
別
の
鮎
な
見
出
す
な
る
べ
し
｡

加
州
ラ
ブ
セ
ン
p
ピ
ー
ク
(L
ass
en
P
eak
)火
山
に
就
き
て
デ
ー
(D
ay
)及
ア
ル
レ
ン
(
A
lle
n)網
氏
の
研
究
報
音

を
見
る
に
p
C
o
n
d
u
it
ia
vaセ
桐
す
る
も
の
か
-1
.
こ
れ
は

-I
皮
火
口
道
を
満
し
て
固
結
せ
る
怪

石
が
更
に
火
山
活

動
の
稜
活
に
よ
り
､
事
び
加
熱
せ
ら
れ
て
牛
捲
鯉
ど
な
-
て
噴
出
せ
ら
れ
た
る
も
の
な

り
､
此
種
の
棟
式
に
属
す
る

熔
岩
も
亦
本
邦
火
山
中
に
少
か
ら

ざ
る
べ
し
｡

叉
火
:-
活
動
の
主
因
た
る
熟
度
は
常
に
岩
麓
に
其
源
を
仰
ぐ
も
の
な
れ
.(,/･･も
､
爆
発
力

を
錐
す
る
経
費
成
分
は
又

外
部
よ
-
供
給
せ
ら
る
ゝ
場
合
あ
-
ビ
考
ふ
る
密
林

ペ
し

ノ
地
層
の
弱
鮎
を
通
じ
て
火
山
活
動
の
中
心
に
向
ふ
て
透

入
す
る
地
下
水
は
､
火
山
岩
場
漁
の
上
層
に
於
て
温
度
の
高
低
に
よ
-
或
は
蒸
擬
し
或
は
凝
結
L
t
岩
綿
活
動
の
消

長
に
よ
り
て
其
畳
は
常
に
堰
化
す
る
も
'
路
に
は
其
虞
に
多
最
の
据
聴
成
分
哲
積
す
る
場
合
も
起
る
べ
き
も
の
})
考

へ
ら
る
O
多
且芸

降
雨
或
は
融
雪
の
期
に
火
山
活
動
を
見
る
が
如
き
は
直
接
間
肇
に
上
記
の
作
用
を
;-
3
は
し
む
る
も

の
な

ら
｡

･火
山
爆
敬
が
岩
某
自
身
の
有
す
る
揮
聴
成
分
或
は
外
部
よ

-
凍
る
揮
散
成
分
に
主
因
す
る
も
の
な
ら
ば
'
地
球
表

面
の
束
鷹
の
弼
化
'
海
水
の
鼻
潮
等
も
活
動
力
に
直
接
間
接
に
影
響
を
凍
す

べ
き
は
容
易
に
想
像
せ
ら
る
ゝ
所
に
し

て
大
森
博
士
の
此
種
の
研
究
は
吾
人
に
好
資
料
を
興
ふ
る
も
の
屯
も
,0


